[image: image1]
　

JBEA NEWSLETTER
日本商業英語学会会報 第３号（抜粋）
１９９７年４月１日
[image: image2]
　

本年秋の大会は東京都心
第57回全国大会は中央大学駿河台記念館で
　第５７回全国大会は東京都心の中央大学駿河台記念館で開催されます。
	期　日： １９９７年（平成９年）１０月４日(土)、５日(日)
開催校： 中央大学
開催地： 中央大学駿河台記念館
〒１０１ 東京都千代田区神田駿河台３－１１－５


	


　中央大学の林田博光先生に大会準備･実行委員長としてお世話になります。これにともない林田先生は本学会理事に任命されました。
　大会案内状とプログラムなど詳細は８月中にお送りします。
　本年も「大会プログラム原案」作成までの仕事は準備・実行委員会の委託により学会本部で扱います。
　中央大学は本学会創始者の一人故渡辺幸吉先生をはじめ、理事や関東支部長として長年ご苦労を頂いた三橋文明先生がおいでになり、新進気鋭の中迫俊逸先生が事務を取り仕切ってくださいます。
　

－全国大会報告－
第５６回全国大会武庫川女子大学で開催
　日本商業英語学会の第５６回全国大会は、１９９６年１０月５日(土)･６日(日)の両日に、西宮市の武庫川女子大学中央キャンパスで開催され、百名をこえる会員のご出席とご協力のおかげで、成功裏に終了することができました。
　大震災のあとにもかかわらず、大会の準備から、円滑な研究発表の運営など行き届いたお世話をして頂いた大会準備・実行委員会の皆様、とくに和田哲哉委員長と森本事務長に感謝申し上げます。またこの大会は、武庫川女子大学の日下学長、山本文学部長、池本英文科長はじめ同大学の諸先生、職員と学生の方々の暖かいご支援によって成功したことを深く感謝しております。
　大会のプログラムは次のように進行しました。
	第１日　研究報告(午前)・総会・研究報告(午後)・懇親会
第２日　研究報告(午前/午後)


	


　全国大会の詳細は研究年報第５６号に公式記録として掲載されますが、発行は例年の通り９月になりますので、この紙面に概要を速報いたします。
　

　

－総会報告－
　１９９６年の日本商業英語学会総会は同年１０月５日に武庫川大学で開催されました。その公式報告は会報に掲載しますが、総会でご承認を頂いた重要な項目について本誌に抄録いたします。
　

中村巳喜人先生名誉会員に
　中村巳喜人先生は１９５４年に本会に入会、１９６５年から１９７９年まで１５年に亙って理事、内６年間理事長でありました。１９９７年５月に喜寿をお迎えになります。
　中村先生の労作「国際ビジネス･コミュニケーション論」は言語・コミュニケーション理論を駆使して商業英語に学としての基盤と理論を与え、規範的学問としての商業英語を客観的科学として飛躍させました。
　本会では相談役としてお骨折り頂いていましたが、理事歴・年令ともに会則と内規の条件を充たしておりますので、先生のご内諾を頂いたうえで、名誉会員に推薦し、総会の承認を得ました。
　中村先生はもと大阪明浄女子短大の学長で、現在は同短大図書館長として元気に活躍しておいでです。
　

JBEA会員現況
　総会開催時の正会員（相談役を含む）は２１９名でした。前年度中に１１名が退会または逝去されました。総会後に退会または逝去なさった方は２名です。１２名の新会員が総会の承認を受けましたので、本誌発行の時点では正会員総数は２２９名です。この他に２名の名誉会員と５名の個人･法人の賛助会員が登録されていますので、本会会員総数（特別会員を除く）は２３６名です。
　

学会連合評議員改選
　本学会は日本経済学会連合に加盟しており、その評議員会には伊東克己理事長と中野宏一理事が学会を代表していました。
　１９９６年９月に評議員の改選期が来たので、中野理事に替わって太田正孝理事に評議員をお願いすることになりました。
　

学術会議に再登録
　２月に学術会議の説明会があり、数多くの書類を作成して登録申請を受理してもらいました。9月に「第17期日本学術会議会員の選出に係る学術研究団体の登録申請の結果について（通知）」という文書を日本学術会議会員推薦管理会から受領しました。
　当学会は学術研究団体として登録され、関連研究連絡委員会は「商学研究連絡委員会」で、学術研究従事者として承認された当学会の構成員数は、提出した会員名簿記載の２２６名（申請時）です。
　また商学研究連絡委員会は学術会議第３部に属し、学術会議会員候補者の推薦人を１名選出することになっています。
　商学研究連絡委員会には伊東理事長が委員として出席しています。その活動は１９９６年春の当学会会報に掲載しましたが、委員会固有の予算が乏しいので、要請に応じて分担金２万円を予備費から支出しました。
　

会員名簿は別冊で毎年
　これまで１年おきに年報に掲載していた会員名簿は１９９７年から毎年別冊で発行することになりました。新名簿はこの会報に同封して会員のお手元にお届けします。
　今年は役員改選期なので、新名簿が必要でした。また公刊の年報に会員のプライバシーに関する情報を掲載することも問題でした。会員の新陳代謝も相当な数になります。こうした事情で新名簿の予算を承認して頂きました。
　新名簿は中村那詮理事に印刷製本までご苦労をかけました。おかげで費用も節約することができました。
　

会計報告の様式変更
　これまで会計方式が現金主義のため、会計締切り日と年度末の不一致、予算の予備費の性格、未払費用の繰越に関する問題など不都合な点がありました。これを少しでも是正する方法を研究し、今年秋から実施したいと思います。
　そのために会計報告様式の整合性が傷つくことになるかもしれません。しかし、第三者や新規参入者にも理解でき、会計担当者も安心して処理できる方法の採用は必要なので、１９９７年度から改善を実施することにつき総会の承認を得ました。
　方法は信達郎監事を中心に理事会が考えることになりました。
　

研究報告の質を向上
　前年度から若い研究者に学会の門を開こうという積極策が実施されましたが、多少の危惧をもって迎えるむきもあったようです。一般論としても研究発表の質的向上を求める意見がかなり強いので、企画委員会は年報編集委員会の意見などを検討して
	① 大学院生が入会申込書を提出するときには、関連学科の教員の推薦書を添付すること、その推薦書は申込者の業績に関するコメントを含むものであること
② 一般的に、大会の研究報告にあたっては司会者に指導的役割を与えること
③ 一般的に、年報掲載に際して編集委員の査読制を強化し、「委員は論文の採否を決定する」という内規を確認する


という３項目を立案、総会はこれを承認しました。
　企画委員会には「第５７回大会で共通論題による研究発表」の実施を考えて頂き、総会の承認も取りましたが、これにともなう困難もありますので、考慮中です。
　

商英学会のホームページ
　日本商業英語学会のホームページを持つことを有志の会員に検討して頂いています。コミュニケーションを標榜する当学会は、インターネットを利用するのが当然でしょう。最近の研究発表もe-mailやインターネットに関するものが増えてきました。
　費用の問題もあります。設計や維持をするために人もハードも場所も時間も確保せねばなりません。どのような情報やサービスを盛るのか。誰が何を求めてアクセスしてくるのか。どんなレベルのものにするか。など問題は多いのです。見通しがつけば企画委員会に計ろうと思います。
　

訃　　報
　成蹊大学の磯部誠先生は１９９６年４月８日に逝去されました。
　宮城学院女子大学の山本淳二先生は１９９６年５月４日に逝去されました。
　大阪商業大学の松本正雄先生は１９９６年１１月２０日に逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。
　

　

　
